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戦     評 

序盤は、お互い硬さが見られ、ミスが目立ち、シュートがなかなか決まらない。お互いマンツーマン DF.。龍谷＃５のカット 

からの速攻で先制するも、すかさず高一の＃４のカットからの速攻、ジャンプシュート、３Pが決まる。９対４で高一リード。 

高一の厳しい DF、リバウンドの強い執着心から、龍谷は流れがつかめない。リバウンド争いでファウル。龍谷 1回目のタ 

イムアウト。龍谷は２－１－２のゾーン DFをするが、高一の落ち着いたパス回し、＃５のリバウンドにより点差が開く。 

１７対６で１Q終了。２Qに入っても高一の勢いは止まらず、パスランからの＃１２、リバウンドからの＃５のシュートが 

まる。龍谷も＃６のシュート、＃５の３Pで応戦するも、なかなか点差が縮まらない。残り 4分、２５対１１で高一リード。 

龍谷＃１３が果敢に１対１で攻めるがなかなか決まらず、逆に速攻される。ここで、龍谷＃６の４ファウル。高一はゾーンを 

攻めあぐむも、リバウンドからのドライブで点数を重ねる。３４対１５で前半終了。３Qから、龍谷が高一＃４と＃５にトラ 

イアングル２のゾーン DFを仕掛ける。高一は、攻めの起点の 2人が止められたため、シュートが落ち出す。龍谷＃５、＃４ 

のジャンプシュートが立て続けに決まる。高一タイムアウト、４３対２１。高一は、前半のようにリバウンドが取れず、逆に 

ファウルがかさむ。タイムアウト後も龍谷の勢いは止まらず、＃４、＃５、＃７のシュートが決まる。１０点差で３Q終了。 

４Q、高一はまだまだゾーンを攻めあぐみ、シュートが決まらない。龍谷は＃１３のミドルシュートで先制し、流れをつかむ。 

しかし、高一の＃１２、＃１０のシュートが徐々に決まり出す。対する龍谷も、＃４、＃５の３Pが連続で決まり、残り 6分 

で 6点差に詰め寄る。ここで、高一たまらずタイムアウト。高一＃４がカットから、アンスポを取り、流れを引き戻す。さら 

に、高一＃１３のジャンプシュート、DFでは＃５のブロックショットが決まる。龍谷の＃１３も 1対 1で攻め、＃５の３P 

で応戦する。高一＃１７、＃１２がメンバーチェンジした直後、ジャンプシュート、１対１からのドライブで攻め、龍谷を突 

き放す。龍谷、タイムアウト。龍谷も最後まで＃５、＃１３を中心に攻めるが、高一の DFに阻まれ、タイムアップ。 

両チームとも最後まで粘り強く DFをし、見応えのある白熱したゲームであった。 
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